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本紙は女性による平和
と平等を推進します

全
国
婦
人
新
聞
回
覧
表

@現金・切手・損"

で前納

1年 3.000円
(鄭送料とも)

序7

頬
を
な
ぜ
る
岡
山
が
快
い
。
防
が
さ
す
と
つ
い
戸
外
へ
足
を
述
び
た
く
な
る
3

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
パ
レ
l
コ
ー
ト
は
い
ま
や

ど
ζ
で
も
い
っ
ぱ
い
だ
。
は
ち
切
れ
そ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
狛
放
さ
せ
よ
う
。
余
限
時
代
は
女
性
の
ス
干
主
向
を
愉

実
に
寝
付
さ
せ
た
。
ス
4T

Y
へ
の
続
い
は
甘
い
さ
さ
や
き
と
さ
え
附
え
る
。
し
か
し
、
が
ヤ
レ
ゃ
ら
に
ど
り
出
し
て
い

い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
い
た
ず
ら
に
M
業
主
義
の
餌
怠
ιな
る
の
も
似
で
あ
る
。
そ
乙
で
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に

当
っ
て
「
剛
山
町
田
の
た
め
、
史
官庁
の
た
め
の
女
性
の
ス
ポ
ー
ツ
」
「
ス
，ホ
l
ツ
し
ょ
っ
と
い
う
女
性
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
」

を
、
専
門
家
の
立
場
か
ら
指
過
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
常
者
は
、
毎
日
新
附
社
迎
動
部
の
刻
問
一
泰
明
記
者
で
あ
る
。

ソマ
ンラ

八
百
人
も
が
参
加

てず

さ
ん
パ

v
i
が
基
点

てず

この00に富士の二文字，が入るよう

私たちは努めていますL

いつでも待たずにカードて現金がヲ!き出せるのは… 富士では、便利にご利用いただりるよう充実した

キャッシュサーヒずスコーナーづくりを進めていますL

明かるく広いコーナーと「現金自動支払機」の増設。

操作しやすい新樹重の設置や、一台の機械で;預け

入れ・引き出し・残高照会・通帳記入ができる

「自動預入引出機」の新設…なE、自動化サービスの

充実に力を入れています。

毎日のくらしに、入りやすくお待たせしない「富士

a‘ 

キャッシュサービスコーナー」をお役立てください。

宣言IlIll藍B皆様の④
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一

一

米

政

府

白

盛

明

な
ど
ネ
曜
か
ら
し
て
そ
5
で
あ
孟
削
、
円
本
で

一西

岡

同

志

社

大

一

3
2
2日
ア

メ

リ

カ

言

葉

と

由

一

-

J

-

心

を

あ

っ
た
D
、
そ
の
且
白
場
合
も
あ
る
が
い
ず
れ
に
し
て

一教
授
帰
国
の
特
別
講
演

一
目
見
詰

uuup湾
内
服

一

L

は

、
琵
ガ
ン
拘
時
や
府
間
食
判
制
問
刷
の
4
山
家
で
も
あ
。
、
た

び
ゃ
f
δ
叫
持
し
て
は
、
間
刊
行
山
岨
が
論
判
し
て
い
る
巴
去
年
四
作
、

米
ア
!
モ
ス
ト
入
学
に
制
か
れ
、
研
犯
を
附
ね
て
、
つ
い
叫
し
山
附
同
し

た
。
A
，
M
D
珊
出
は
そ
白
「
開
川
町
叫
-
副
」
に
な
る
@
間
州
内
軒
は

「
的
刊
訂
と
日
米
間
M
m
」
を
は
じ
め
‘
信
門
付
肝
に
わ
た
っ
て
い
た
が
、

そ
白
な
か
か
b
主
な
問
地
を
拍
っ
て
み
よ
玉
。

ア
メ
川
J
カ
の
問
白
紙
約
山
地
白
制
収
に
つ
い
て
、
初
制
日
行
セ
ン
タ
ー

t
は
三
月
二
十
八
日
、
同
』
札
ト
ヘ
学
教
問
(
止
す
世
学
)
・
内
阿
一
氏
を

持
刷
訓
師
に
M
引
い
て
、
融
も

Fν
い
附
組
と
幻
析
白
船
出
を
叫
し
ザ
ト
も

ら
っ
台
当
日
じ
み
川
四
打
開
岨
で
も
わ
が
ほ
と
ア
メ
リ
カ
官
は
い
く
つ
か

り
制
四
点
が
あ
る
。
車
電
L
聞
し
ず
ほ
非
常
に
シ
ビ
ア
な
ア
メ
リ
カ
白

岡
民
性
、
刑
割
以
白
亜
酌
リ
ー
ダ
ー
に
μ瓦
P
瓦
巾
哩
ホ
ス
ト
を
与
え
る
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努
耐
え
出
し
た
田
宮
比
貧
白
し
て
同
人
情
報
セ
ン
タ
ー
の
翼
副
主

に
あ
る
日
比
茜
凶
骨
朗
の
四
隅
に
、
貰
っ
た
.
い
わ
ば
政
東
部
行
動
計
酬
が
品

京
都
嗣
人
間
報
セ
ン
タ
ー
か
完
成
、
己
体
的
な
形
を
と
っ
た
扇
一
号
と
い
っ
て

の
ニ
目
に
才
1
プ
ン
し
た
.
も
い
い
.

周
回
開
人
年
を
暗
に
蹄
人
白
地
位
を
計
画
さ
れ
た
の
が
-
月
と
い
ろ
か
ら

高
品
、
そ
目
前
動
白
闘
を
ひ
内
げ
よ
う
届
ス
ピ
ー
ド
町
完
出
。
閉
所
式
は
-
一
一
月

と
い
う
間
者
品
川
品
ま
島
、
具
体
的
な
口
三
十
日
に
h
わ
れ
た
が
、
師
入
団
体
白

醐
と
し
て
問
内
行
酎
肝
両
が
措
定
さ
れ
ほ
か
に
牢
晶
財
閥
凸
由
市
川
即
位
さ
ん

P
3
E
れ
じ
草
い
て
市
民
自
却
で
も
曲
自
も
出
席
.
策
担
部
知
明
か
ら
「
私
白
任

ト
一

白
行
動
計
画
を
つ
〈
った
が
、
そ
の
な
朋
中
に
虫
副
さ
せ
た
い
と
凪
い
、
型
国

内
一

か
に
世
ら
一
れ
た
主
明
主
テ
l
マ
宇
レ
て
作
揮
で
遭
っ
た
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ

日
一
冊
人
た
ち
が
白
骨
た
ち
だ
け
で
山
岡
田
町
に
F
3

日
一

利
用
で
き
る
吏
出
と
乍
自
の
場
宇
じ
て
セ
ン
タ
ー
の
白
巾
は
、
師
人
間
闘
も

日
一

白
「
刷
人
会
曲
」
の
姐
枇
が
岨
く
凶
室
女
性
白
社
会
話
画
に
叫
す
る
間
報
白
収

量

一

さ

れ

て

い

た

.

出

と

軒

理

、

そ

し

て

字

問

や

柄

闘

を

行

一
し
か
し
剖
白
財
政
引
附
か
ら
古
一
闘
が
な
人
白
人
、
グ
ル
ー
プ
白
旧
亙
究
枕
の

一
計
予
か
し
く
、
そ
白
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
と
場
を
出
世
す
る
E
と
で
あ
る
.
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O 

f守

き
E疋
り
つ
の

己

E 
白

著
書
む、
つ
も

O 

O

な
ら
甲
字
国
白
セ
Y
パ
ツ
同
校
野
球
目
四
時
開
削
本
O

O
格
的
な
曹
白
開
幕
を
刊
げ
る

一
つ
り
酷
日
に
な
る
の
O

O
だ
が
、
思
わ
ぬ
春
白
ア
ラ
シ
が
や
っ
て
き
た
D
、
い

O

O
ま
二
J
の
開
蝿
睦
が
ぬ
ぐ
い
切
れ
な
い
。
そ
ん
な
H

O

。
々
仁
レ
て
肌
奇
い
套
~
‘
串
由
由
花
々
は
約
聞
を

忌

O

O

れ
ず

一
斉
に
動
き
出
し
P
τ

神
托
栖
物
公
園
、
日
比
O

(第三!II!I;便物淘可)

0

8
公
開
、
ど
己
へ
行
っ
て
も
回
を
打
つ
向
諺
白
軍

事

。

。
で
あ
る
。
乙
乙
散
年
、
指
白
剤
融
も
多
〈
な
D
、

O 

O
日
吉
ゅ
う
‘
見
て
も
穆
き
る
己
と
が
な
い
.

。

o
l
l
そ
己
に
と
ま
る
つ
弁
じ
て
花
白
酎
官
ひ
と
O

。
描
h
u
掴
れ
る
宮
崎
白
羽
音

O 

花

ぽ花

安調t./<、来1f""

花

4
A
聾
智
子
さ
ん

野

キカ
ヅン

の
防
腐
剤

米
で
は
少
な
し
化
粧
品
障
害

、

O
P
A
P
A
と

デ
フ
ェ
エ

l
ル

性

石
綿
に
高
\，~ 

発
カ

ン
性
原
因
は
不
明

潔

境

毒

伝
統
の
う
す
く
ち
ー

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

わ
が
家
の
味
"
つ
く
り
に
ヒ
ガ
シ
マ
ル
を

円
紅
一
つ
に
も
4
7
γ
州
間
以
上
白
山
内

削
ω
刊
さ
込
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
化
粧
品

陣
内
の
バ
〆
フ
レ
ッ
ト
も
多
散
山
田
っ

て
い
て
か
な
b
進
静
的
.

と
こ
入
品
川
ア
メ
ロ
カ
で
は
化
粧
品
目

庇
曙
附
内
は
耐
〈
孟
ど
少
な
い
.

日
本
で
は
化
粧
品
説
刊
が
掛
布
中
わ

れ
て
お
り
、
し
か
も
士
一人
に
人
は
か

っ
て
刀
ユ
ミ
な
と
、
何
ら
か
の
皮
膚
陣

河
田
制
品
開
が
あ
る
の
に
ぐ
ら
ベ
、

攻、

聞
い
た
白
内
食
品
同
が
あ
D
、
ち
ょ
っ

と
し
た
抑
H
と
い
う
己
と
疋
.
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誼
韓
い
ろ
い
ろ
事
情
は
哩
っ
と
は
い

う
も
の
の
、
岡
田
は
い
っ
ぱ
い

眉
目
前
の
情
鴨
に
つ
い
て
開
っ
ぽ
く
曲

る
西
岡
軸
檀
と
、
鼎
心
に
メ
モ
を
と

る
聞
軍

工重羨一一
一

母
か
ら
娘
ヘ
伝
え
る
お
料
理
に
、

い
つ
も
使
わ
れ
て
き
た
・
?
す
く
ち
。

ヒ
ガ
シ
マ
ル
は
も
う
ご
家
庭
の
昧
で
す
ね
。

も
あ
っ
た
と
い
一
フ
.

て
さ
ん
古
色
町
制
M
m
パ
が
一

ニ
ト
ロ
ソ
:
い
ま
ア
メ
リ
カ
の
化
一
y
シ
ス
コ
崎
山
由
ト
レ
ジ
#
i
r
h

駐
品
業
同
秒
昂
さ
ぶ
っ
て
い
る
の
は
、
一
会
で
ロ
口
れ
た
.

附
満
開
押
よ
り
も
ニ
ト
ロ
ソ
問
岨
壬
あ
一

ν
#の
世
世
刑
に
姐
せ
ら
れ
た
醍
古

る
.
ニ
ト
ロ
ソ
は
惜
ガ
ン
性
物
町
に
岨
一
ぃ
へ
哨
制
の
減
刑
れ
聞
で
♂
一
H
-
日
制
泣

い
悟
問
を
あ
た
え
逼
だ
け
に
何
回
ベ
タ
一
さ
れ
十
ョ
新
聞
は
印
刷
中
に
代
デ
ィ
ガ

タ
闘
に
鴨
る
と
ァ
ル
白
砧
掃
は
と
い
一
l
ド
を
弼
め
た
円
四
土
門
、
バ
ー
ナ
ー
ド

う
わ
け
で
あ
る
。

一・

シ
ョ
さ
ん
円
g
乙
。
式
に
は
刈
二
一
f

己
れ
は
て
年
前
、
ァ
メ
リ
方
の
汚
名
一
人
の
来
宵
が
山
席
、
世
F
ピ
ン
グ
・
ク

君

主

デ

ピ

r・
フ
γ
イ
ン
主
一
ロ
ス
ピ
ー
の
七
k
t
ス
リ
y
さ
ん

M
包

τロ
ソ
に
も
K
応
ず
る
担
問
を
予
援
に
お
い
由
ス
ズ
一
フ
ン
高
つ

括
刷
、
す
べ
て
由
化
駐
品
を
A
f
.
ま

一
た
.
4
行
川
も
れ
人
以
上
が
山
中
け
つ
げ

た
週
内
あ
証
人
宅
問

E
Eに
一
た
が
式
掛
か
ら
は
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
さ

岬
し
〈
晴
氏
し
て
刊
い
J
州
安
世
げ
て
一
れ
た
と
い
う
己
と
で
す
.

以

米

で

あ

る

。

一

さ

わ

や

か

な

汗

を

阿
岡
氏
は
世
故
に
あ
た
っ
て
、
ζ
白
一

一
ア
ヒ
ッ
ド
・
フ
ア
イ
ン
丘
四
と
こ
ろ
へ

一

涜

し

ま

せ

ん

か

日
本
の
化
粧
品
サ
ン
プ
ル
器
っ
て
い
一
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
季
語
品
|
削

っ
た
と
い
一
品
、
主
題
は
わ
れ
わ
一
品
山
白
浜
良
で
は
「
女
性
の
た
め

れ
向
日
係
に
と
っ
玉
い
に
豊
富
一
白
ジ
ョ
ギ
ン
グ
人
会
」
書
出
し
て
い

る

と

己

九

で

あ

苧

ミ

一

ま

す

.

パ

ト

リ

シ

ア

一

人
間
の
か
ら
世
と
摂
刊
の
向
日
を
呼

一
び
か
は
た
問
内
品
作
支
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ま

た

毒

血

な

変

身

一

ン
テ
ー
マ
「
シ
ェ
イ
プ
・
ア
ッ
プ
(
か

一ら
在
、
し
な
や
か
に
)
」
に
沿
っ
て
世

新
聞
ー
で
ι
H
U
V
刊
の
拙
か
ら
砧
曲
一

同
時
L
A
か
い
さ
れ
て
お
嗣
i
に
定
由
、
一
川
し
た
も
の
戸
ぞ
う
で
、
百
一
コ
ン
テ

管
出
え
て
カ
y
コ
い
い
と
こ
ろ
ま

一
ス
ト
な
記
す
仇
ん
ぜ
、
議
会

一
削
教
団
・
J
F
E
は
時
削
氏
の
旧
神
宮
.

凶
し
た
あ
の
パ
ト
リ
シ
ア

・
ハ
l
ス
ト

一一
コ
l
ス
完
了
古
に
は
、
臼
本
レ
ク
リ

一
ェ
l
シ
ョ
ン
凶
古
か
ら
4
定
俗
も
間

一
さ
れ
ま
す
。

一
マ
日
時
4
月
別
同
句
陪
1
時
出
浩

一
マ
岨
肩
代
々
水
ヘ
ル
ス
コ
l
ス

一
-v草
加
旧
い
イ
か
ら
日

r
d
bい
ま

一
白
h
M
併
ぜ
坦
刊
日
軒

一
【
V
鮪
軒
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ク
ェ
プ
、

一

オ
ル
、
靴
師
事
白
己
と
。

一マ
申
込
ゆ
シ
プ
ヤ

政

宮

中
A
階

一

弔
ボ
l
ツ
用
品
売
掛
〈
晶

一
o
l
-
-
、
内
ワ
竺
メ
ロ
6
〉

園園。

}
自
分
で
も
肌
を
お
た
し
か
め
く
だ
さ
い
町

材
料
を
生
か
す
れ
ろ
と
昧
は
さ
す
が

四

白

人

ぷ

年

の

μ統
。

和

・

洋

・

中

華

と

工
夫
ひ
と
つ
で
、
お
い
し
さ
い
ろ
い
ろ
。

拘樋純"老人Trl嶋
崎tIt-0'、.

関
4し、

ヘ

ア
メ
リ
カ
女
性
は
ほ
と
ん
P
迂

〈
、
し
+
h
か
つ
て
、
前
費
者
盟
副
も
此

ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

己
白
戸
に
つ
い
て

「
ア
メ
リ
カ
女
性
は
ほ
と
ん
P如何噌

阻
化
駐
品
を
他
わ
ず
、
ま
た
抽
ヌ
キ
白

品
を
他
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
人
再
会
口

上
品
目
女
性
は
耐
ヤ
ケ
が
吟
え
争
れ
る
.

あ
る
い
は
間
色
と
山
色
人
制
の
附
宙
開
冊

埴
白
血
い
も
晶
る
か
も
削
れ
ま
せ
ん
」

と
柑
っ
ち

な
布
、
ア
メ
リ
カ
白
出
時
制
措
判
官

水
酬
が
化
粧
品
か
ら
暗
比
さ
れ
た
こ
と

うすくちは4心もち

控えめにお使い
くださるように

ま
ず
同
問
教
担
は
っ
た
が
、
米
間
は
、
サ
ッ
カ
日
ン
が
肥
-
吃
が
‘
己
れ
は
o
p
p
よ
り
ち
ょ
っ
戸
わ
れ
て
い
る
が
、
開
削
岨
労
働
行
が
メ

「
日
本
は
い
ま
や
料
学
白
一
部
モ
は
一
糊
町
ー
比
や
制
凶
号
L
世
立
っ
て
い
る
た

一と
肪
閣
情
力
削
必
ず
2
宝
ア
7
f
T
ル

一
キ、

νコ
か
ら
白
間
人
#
が
予
¥
ほ
と

ア
メ

υヵ
に
迫
い
っ
き
、
岨
語
的
に
は
一
晶
、
ま
ず
、
乙
白
旧
時
に
つ
い
て
世
品
一
で
も
完
封
間
に
合
う
か
ら
で
も
あ
る
.
一
ん
y
民
間
九
き
い
世
人
り
四
た
品
、
提
曲
が
つ

R
E
い
た
立
場
に
な
っ
た
前
、
己
れ
一
安
全
研
究
安
H
A
J
Z
官
、
昨
年
土
予
三
1
ル
は
わ
が
同
在
、
三
か
め
な
い
」

は
別
的
時
代
か
お
議
だ
っ
た
。
E
一
一
旦
誌
4
Z
誌
面
白
」
一
だ
聞
き
慣
れ
た
退
で
は
な
い
で
一
と
、
今
世
田
問
坦
t
玉
三
ニ

れ
は
当
時
、
日
本
が
岨
民
一
坦
L
な
る
忠
一
(
世
年
間
内
に
サ
ッ
カ
リ
ン
白
山
山
克
一
「
内
人
一
い
が
曲
裂
で
力
旦
フ
f
w
ニ
ア
一

I
ル
を
恒
例
U
p
h
げ
た
・

れ
も
あ

っ

た

宅

批

判

は

で

差

以

一

円

止

〉

裏

で

だ

玄

関

樹

聞

に

?

と

、

一

削

ζ

白
山
い

一

い
ま
ア
メ
リ
カ
人
は
自
宅
は
ガ
ン

そ
の
陪
も
珂
埴
や
値
血
を
照
明
レ
て
、
一
現
在
、
ア
メ
リ
カ
で
は
附
即
位
料
水
一
が
鼻
を
つ
〈
・
だ
が
封
化
が
早
〈
、
日
一
思
省
が
h
y
な
い
と
品
い
込
み
〔
引
山
人
は

火
山
広
つ
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
大
き
な
一
に
サ
ッ
カ
リ
ン
を
他
用
し
て
い
る
会
社
一
本
に
柑
が
明
く
固
に
は
刑
え
て
し
ま
一
四
人
に
一
人
)
、
そ
の
明
山
は
日
本
白

壁
差
み
、
日
本
特
引
白
書
左
京
雪
炉
、
そ
の

Eは
「
世
躍
を

8
7・
一

宗

主

ぎ

ぜ

い

か

、

え

な

小

さ

っ
た
.
し
か
も
日
本
韓
両
は
，
削
造

一
す
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
会
祉
が
自
主
一
由
は
白
血
球
に
問
問
を
友
ぼ
す
と
B
一な
附
で
も
ミ

γ、
し
よ
吉一
油
、
豆
閉
を

性
u
を
過
る
教
向
で
な
い
F
A
U
に
何
持
一
的
に
記
「
人
し
て
他
宗
し
て
い
る
.
一

に
不
安
を
唖
巳
て
い
る
」

一

同
阿
君
控
は
「
叫
科
目
サ
y
カ
リ
ン
一

と
間
四
省
間
開
白
帆
嵯
性
を
日
間
的
ν
‘
一
に
は
喝
ガ
ン
性
は
な
い
が
、
ど
τp
し
て
』

ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
聞
係
官
、
と
り
わ
一
も
措
ガ
ン
虻
遥
拘
置
が
由
っ
て
〈
る
。

日
日
本
質
化
の
輸
出
白
立
ち
按
れ
を
抱
一
士
ぷ
ん
プ
メ
リ
カ
は
サ
ッ
カ
リ
ン
を

過

し

た

.

一

叫

す

し

、

亜

の

よ

一一2
に
姐
ほ
♀
害
肝

官
は
阿
岡
韓
間
が
一
年
間
品
て
き
た
一
，
叫
し
て
ゆ
〈
だ
ろ
う
」
と
砧
ん
だ
，

ア
メ
H
J
カ
間
此
布
川
固
と
は

⑤柵人についての本と、間保ある一組園料や辞書割を一角に

まとめてある.まだ散は少ないが;e々克堕されよう。日比笹図

書信とセ γ 卜しているのも心強い唖一組の斬間中雑誌も、でき

るだけ揖めて、閲覧に棋している.特に園や都遍府県、さらに

は市区町村の刊行物がそろっているのはご自慢司自主液コーナー

居合いの唱がほしくもなb‘なか思うに怪せぬ個人伊グループに

積極的に制用してもらいたいという.富治、らは日比昔公園炉型
し〈眺められる. ゐ

お

仇

い

に

な

ら

な

い

で

く

だ

さ

い

竃

日
比
告
凹
暫
曲
目
閉
白
-
室
(
二
百

十
五
平
方
出
)
を
出
品
じ
て
睦
げ
ら
れ

た
も
の
で
、
入
U
左
手
に
は
、
主
性
出

立
世
白
伝
記
、
女
性
o
n
作
物
.

町
田
一
回
目
桐
は
佐
伯
、
祉
会
、
教

育
な
P
以
山
間
辿
ず
る
一
般
凶
曹
、
そ
し

に
凶
保
あ
る
。
行
山
日
置
制
M
が
そ
A
g
λ

ら
れ
て
い
る
.

院
は
薪
閥
、
雑
品
な
ど
白
定
刷
刊
行

学
習
と
交
流
の
場

一 !都j

行iF
動 i霊
宝ιi+似
目II セ

戸弘
;ti の
具
体
化

1
号

師
自
国
曹
が
枚
べ
ら
れ
て
い
る
。
削
人
て
酔
占
、
酔
典
聞
も
.

問
園
、
火
子
教
向
、
女
r
T
明
動
な
と
宜
ス
リ
門
下
の
酬
に
ほ
同
や
内
部
4
行

叫
に
か
か
わ
る
分
野
町
間
曹
、
買
制
、

時
や
M
市
町
村
が
売
竹
し
て
い
る
交
似

物
、
矧
人
川
怖
や
グ
ル
ー
プ
が
苅
付
し

て
い
る
官
料
で
、
己
れ
ら
い
ず
れ
や

u

聞
に
関
口
し
学
円
ず
る
己
と
が
で
き
る

三
千
種
三
十
万
本
が

い
ま
つ
つ
じ
の
群
落

自
然
林
歩
む
も
よ
し

;1・

笹

舟

費

予

さ

ん

予
さ
ん

間

子
さ
;，. 

古

下

重

国釜~(火曜 EI)昭和54隼 4月ユOEl

ある
。…女性を対象にした大貨が2つ園生したこ。 1つは Iヱイ o 
0・ポン女性年度大賞J、もう 1つは 「回開女性じコーマ 。
。 ン・ドキュメンタリー丈貰Jで、女性であ忍なら腫で....0
o もチャンスが与えられているというもの.畏にスポン 。
。サ は化粧品会社で、、噴‘~、ら噂知、まで、古性白唱。

。 ために拍んどうをみようという聾間管みせてレる. 中

る
己
)
白
七
人
.

「
国
在
日
ぶ
に
は
、
政
府
、
新
聞
社

そ
の
仙
の
崎
山
で
世
宜
さ
れ
た
い
ろ
い

エ

イ

ポ

ン

女

性

年

度

賞

会

第

雪

ま

す

が

、
い
ず
れ
も
壁

匂一

'

:

d

-
一
貧
剤
耐
水
が
特
注
目
分
腎

ι出
b
れ
て
い

$
子
、
米
間
白
血
駐
品
メ
ー
カ
ー
、
問
に
静
L
功
吋
の
あ
っ
た
人
で
、
凶
日
る
う
え
、
一
般
白
人
、
少
守
に
官
引
が

エ
イ
ポ
ン
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
(
株
)
が
パ
K
O
A
円
・
な
晶
、
事
由
酬
明
と
同
空
間
す
る
チ

J
ゑ

草

拍

手

な

ツ
ク
ア
ツ
ず
レ
て
政
立
さ
れ
た
エ
イ
ポ
閉
白
金
制
が
、
費
型
何
回
同
定
す
る
凶
い
と
い
フ
乙
と
で
」
と
宇
一
問
者
側
白

ン
文
化
セ
ン
タ
ー
が
打
ち
出
し
た
の
が
描
〈
唖
曹
、
拒
閥
、
育
成
、
助
広
)
に
胃
曜
・
(
雪
-
一
六
ニ
l
八
O
一
八
)

「
エ
イ
ポ
ン
広
一
性
隼
腔
買
」
で
、
豆
つ
寄
付
さ
れ
る
と
い
う
か
b
う
れ
し
い‘

-

t

白

分

野

に

別

れ

て

い

る

。

理

方

法

は

、

各

叫

に

雪

か

じ

め

・

女

性

の

体

験

を

一

世
両
が
「
エ
イ
ポ
ン
K
性
十
八
百
」
で
間
関
し
た
主
性
モ
ニ
タ
ー
と
、
壬
の
曲
。

じ
ュ
l
マ
ン
・
ド
キ
ュ

日
本
昭
一
女
性
の
向
上
の
た
め
に
、
最
も
白
ソ
ー
ス
か
ら
削
た
附
暫
」
益
ヲ
い
て
一
メ
ン
タ
リ
i
大
賞

閉
明
引
な
功
舗
が
あ
っ
た
女
畦
L
間
ら
凪
幌
補
指
を
堪
口
、
最
掛
帯
広
H
は
エ
イ
ポ

る
置
で
、
副
賞
一
O
O
元
円
.
以
下
、
ン
世
化
セ
ン
タ
ー
の
刷
凶
安
凶
に
よ
っ
「
女
性
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ド
キ
ュ
メ
ン

「
エ
イ
ポ
ジ
功
厳
粛
」
は
見
旬
開
力
て
行
わ
れ
る
.
タ
リ
l
」
大
賞
は
、

rし
貯
は
拙
売
新
聞

翠
制
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
市
先
性
を
安
H
の
明
ゃ
れ
は
、

d
治
家
の
い
八
壁
材
だ
が
、
時
間
は
日
本
テ
レ
ピ
閥
、
企

も
っ
て
U
的
を
孟
属
、
そ
の
功
輔
、
活
杓
子
園
一
ん
オ
ロ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
選
手
で
阿

国
同
凹
が
化
粧
品
メ
!
刀
l
白
カ
永

酌
が
女
性
に
申
書
長
い
を
守
え
、
克
型
現
在
は
三
閥
か
ら
周
年
令
阿
ま
で
白
醐
ポ
ワ
。
E
時
貸
出
は
、
宜
的
モ
あ
抗
ば

し
た
正
明
を
通
る
た
め
の
帥
・
4
L
な
る
躍
づ
〈
D
白
栴
調
に
あ
た
っ
て
い
る
小
年
令
、
同
捕
、
ア
マ
プ
ロ
の
別
は
凶

と
d
め
た
人
に
閉
争
目
で
、
副
賞
五
O
野
拍
子
園
ア
ナ
ワ
ン
サ
1
、
イ
ン
タ
ピ
わ
な
い
そ
ラ
戸
、

万
円
。
「
エ
イ
ポ
ン
ス
J
T
y
k
n
」
ユ
ア
車
て
、
加
の
は
執
柄
、
公
開
と
作
品
内
野
は
、
重
点
白
作
品
で
、

多
少
白
フ
ィ
宇
パ
ン
ョ
ン
は
叶
.
四
円
干

ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
聞
晴
、
眠
興
出
い
升
野
で
柄
闘
し
て
い
る
下
前
眠
閉
め
h
m
H
刷
用
紙
で
H
H
州
出
。
円
本
船

助
置
に
め
さ
宇
レ
い
拍
闘
を
L
た
人
で
子
。
佐
会
心
開
学
問
十
ゼ
唖
応
瞳
担
λ

以
外
は
が
4
め
ま
せ
ん
と
い
っ

τい
ま
す

副
賞
五
O
h
H
.
「
エ
イ
ポ
ン
韓
両
教
需
白
古
同
点
主
チ
。
市
叫
ボ
女
子
火
、
抗
的
切
り
は
、
閉
和
h
i
四
年
九
月

買
」
日
本
白
千
供
白
教
育
に
お
い
て
、
立
拍
釘
干
学
問
叫
恥
柑
レ
ヘ
由
一
同
帥
で
あ
る
み
川
三
十
臼
・
車
M
m
は
、
抗
ト

μ
年
一
月
ー

そ
の
桐
明
、
育
成
、
理
助
に
去
し
い
功
越
市
明
下
園
女
伯
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
旬
ま
た
は
一
月
上
川
H
L
O
叫
売
新
聞
紙
上

で
・
K
H
翌
日
作
は
同
年
白
八
月
(
品
γ

摘
を
あ
げ
た
人
で
、
副
時
五
O
万
円
。
弁
じ
て
h
b
引
な
ゴ
1
マ
ン
・
児
問
」
T
.

定
)
に
同
新
聞
に
出
晒
し
、
テ
レ
ビ
化

「
エ
イ
ポ
ン
伝
U
班
長
時
世
」
は
、
日
本
立
子
賀
大
を
革
揖
し
、
情
話
作
抵
で
あ
白
世
剛
も
あ
る
。

白
伝
祉
、
伝
車
苦
情
白
保
存
ま
?
ほ
世
り
閲
面
、
時
も
暫
く
芥
川
歌
チ
(
て
ト
八
時
四
嗣
に
は
訓
由
一
千
万
円
、
人

可

避

一

副

に

剛

買

円

均

的

、

陸

作

一

-

M

哩

九

九

酬
白
釣
=
一O
N
円
刑
訴
り
れ
る
.

喧

九

開
一
回
型
P
J
答
白
は
、
車
靴
、
平
自

F

h

弓
位
、
山
田
太
て

桶
而
舟
間
午
、
配

E
R

十
事
畳
，
f
.

H
q
U
時
吹
羽
田
訓
ボ
と
問
い
合
わ
せ
は

口

川

〒

印
刷
目
m
f
代
田
一
民
ト
八
手
町
一
白
七

-

h

E

F

由
一
割
控
新
聞
社
副
売
「
女
性
ヒ

f

i

ユ
1
マ
ン

・ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
点

日
明
間
同
〔
品
。
二
回
二
一
-
一
一
)

大
賞
は
百
万
円

皿予さん

(3) 

廟坦

弁，1おね

り

っ

て

つ

く

ら

九

て

い

ま

す

が

資
什
仁
川
γ
化
杭
H
川
は
五
九
}
門
に
制
心
の
，
比
日
を
は

h
、+』
s
h

，i
l

v

d

h
i
，
l
l
l
 

正
案
中
、

定
酬
を
や
め
、

白
は
間
周
で
あ
b
、

巴
と
目
、
恒
産
回
白
値
鹿
由
主
は
、

A
A
世
画
担
と
す
る
E
と

五
、
唖
置
眠
記
、
明
働
捕
人
m

女
性
白
牢
薪
崎
地
古
車
記
に
対
匹
し
、

年
金
と
母
性
保
護

に
つ
い
て
申
入
れ

国
際
婦
人
年
連
絡
会

「
女
性
白
地
位
向
上
」
に
い
ま
や
、

一
白
過
D
で
あ
る
.

州
出
的
自
立
は
究
〈
べ
か
ら
ざ
る
揖
件

一

1

1
111
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一

申

し

入

れ

.

(
書
)

-

に
な
っ
て
い
る
が
、
と
り
わ
げ
わ
が
国
一

I
l
i
l
i
-
-
i
1
1
1
101白

一
閤
白
血
開
立
、
担
噂
白
強
化
、
血
盟
世
間

四
年
金
制
山
棋
客
E
r
L
と
っ
て
本
剰
な
一
年
金
制
度
み
な
お
し
に
お
甘
る
師
人
一
の
お
ん
山
買
を
は
か
る
己
と

曲
目が
多
い
.
た
と
え
ば
央
白
閉
牛
革
金
一
自
地
位
置
再
に
つ
い
て
一
六
、
I
L
O
-
O
二
号
量
的
(
社
会
保

に
加
明
レ
て
い
て
も
、
泊
中
古
死
刑
す
一
て
す
べ
て
白
同
人
に
独
立
白
年
虫
梱
一
陣
白
畳
低
益
面
に
聞
T
る
揖
約
)
一
O

れ
ほ
妥
は
、

半
額
四
年
宇
レ
か
望
砂
岨
一
を
酎
陣
ず
る
E
と

一
三
暗
条
約
(
母
世
冊
哩
L
閲
す
る
謀

れ
な
い
.
ま
た
女
性
刑
制
人
的
に
厚
生

一
二
、
年
金
水
畑
を
世
刷
、
配
剛
聞
屈
に
一
的
)
白
宋
此
舵
部
叶
を
通
や
か
に
此
融

年
金
に
加
盟
し
て
い
て
も
、
同
性
白
二
一
か
か
わ
ら
ず
祉
低
生
拍
を
保
障
す
る
酎
一
し
九
五
叶
勘
伯
〈
母
性
保
曙
に
出
ず
る

持
由
一
と
い
う
眠
白
金
白
血
買
は
、
ゆ
一
に
引
き
あ
げ
る
C
と
一
勧
白
)
を
H
晶
体
的
L
す
る
こ
と

〈
末
の
年
車
生
活
に
も
当
閥
、
式
会
正
一
三
、
円
閉
ま
年
金
白
出
憤
料
車
ぷ
門
Y
4
盈
一
「
国
際
婦
人
年
白
本
大
舎
の
捷
捕
を

点
初
出
る
司
年
金
四
割
女
差
別
は
、
政

一
年
伽
白
山
-
女
掃
に
つ
い
て
垣
則
的
か
っ

一
翼
現
す
る
た
め
の
連
相
会
」
は
芋
》
通

府
由
開
田
で
あ
る
。
一
削
山
市
に
柄
酎
す
る
己
と
一
。
、
一
九
七
孟
年
十
一
月
二
十
日
の
目

司
同
時
制
人
年
目
ヰ
大
会
白
出
轟
を
一
回
、
政
府
檀
出
自
年
企
制
度
目
標
圏
、一

本
ド
ヘ
会
を
き
っ
か
け
に
し
て
暗
足
し
て

別
副
す
る
た
め
由
辿
結
合
』
(
杭
話
人
一
立
嵩
に
は
6
H
D
M
人
代
耳
を
事
加
さ
一
お
り
、
己
の
時
白
佳
品
内
容
を
一
九
八

・市
川
阿
世
-
K
羽
闘
チ
・
中
村
紀
前

一
ぜ
る
C
と

一

五

年

の

車

二

回

目

自

由

酷

聞

人

年

に

向

白
王
民
)
は
、
厚
巾
十
八
叫
と
伊
削
白
描

一
世
民
保
同
法
改
正
に
山
ず
る

一
世
て
突
出
品
さ
ぜ
る
た
め
に
、
晶
体
的
な

山
掛
聞
で
あ
る
「
年
命
制
出
掛
本
柵
弧
一
時
世
配
時
に
つ
い
て
一
柚
偏
を
蚊
府
に
巾
し
入
れ
る
己
と
を
け

粗
品
金
融
別
府
社
会
保
障
制
阻
常
温
二
、
す
べ

τ由
次
世
の
妊
師
、
出
商
を
一
旬
Z
L
し
て
い
る
。

会
」
に
対
し
、
ζ
の
ほ
ど
削
人
の
年
金
一
と
も
か
〈
医
師
船
付
白
対
法
〈
山
地
物
柏
一
こ
の
会
の
間
近
は
、
日
本
大
A
再
L
向

耐
と
母
性
保
躍
り
た
め
白
樫
盟
曹
を
出
一
付
)
と
す
る
こ
と
一
日
ず
府
叫
さ
れ
た
、
四
十
一
副
入
団
体

出
し
菖
姐
彦
京
出
た
固
一
二
、
出
亜
日
用
(
入
院
割
、
町
脱
割
、一
か
ら
な
る
「
日
本
大
会
辿
砧
M
世型間」

申
し
入
れ
嘩
は
か
ね
て
か
ら
同
高
か
一
そ
白
出
制
問
)
白
不
均
舶
を
は
叫
H
ず
る
一
で
あ
る
己
と
あ
b
、
メ
ン
バ
ー
は
各
一
附

占
施
簡
を
A
体
化
す
る
た
め
、
陥
摘
を
一
己
と
一
入
団
体
に
踊
回
し
て
い
る
個
人
加
山
で

附
け
ず
主
た
も
自
で
、
セ
F
内
山
台
は
町
て
-
一
、
融
制
需
品
と
な
っ
て
い
る
拙
糾
改

-
あ
る
.

な

く

な

り

ま

す

t
H
H
川
を
い
昨
よ
く
い
村
民
J

f
1
1

1
j

ー

1
!

態

に

は

l
分
'
叫
を
配
っ
て
く
だ
さ
い

い

た

だ

く

た

的

に

あ

な

た

れ

身

で

J

U

心

肌

の

状

肌

に

異

常

は

あ

り

ま

せ

ん

か

肌

に

似

や

し

っ

し

ん

内

:
L

J
人
、
u
J
J

ド
品
川
八
市

な

ど

の

川

状

か

あ

る

場

介

は

化

判

什

川

は

た

だ

れ

.

色

ご

使

用

期

間

中

に

異

常

を

感

じ

た

ら

よ
う
に
な
っ
て
い
る
.

曜
か
ら
H
比
首
公
岡
田
隔
が
型
ま
れ

る
一
向
に
は
三
十
人
科
目
白
人
が
陪
し

合
え
る
よ
う
な
「
支
出
コ
ー
ナ
ー
」
が

唯
v
b
れ
て
い
て
、
「
出
。
間
り
合
え

る
場
山
間
が
な
く
て
」
と
い
う
小
グ
ル

プ
白
凶
世
な
悩
み
に

ιえ
て
い
街
。
山
山

市
川
ベ
ッ
ト
も
さ
さ
や
か
に
耐
え
b
れ
て

い
る
・軸
叫
は
米
川
主
任
白
ほ
か
に
五
人
白

女
性
の
4
門
叫
引
附
い
て
、
附
報
白
レ
フ

ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
に
当
る
，

米
川
さ
ん
は
「
ま
だ
泥
足
し
P
ほ
か

D
で
資
料
も
少
な
く
、
刺
川
お
も
個
人

り
L
H
に
来
る
H
庄
で
す
か
、
仕
引
に

教
え
ら
れ
な
か
b
内
科
も
段
々
時
恥
レ

封
作
よ
く
利
用
し
て
も
ら
え
る
n
学

閉
N
と
M
W
交
枕
M
M
と
，
迎
帯
a
の
ひ
ん
q

ば
に
し
た
い
と
忠
じ
て
い
ま
す
」
と
耐

り
セ
ン
タ
ー
白
虫
制
9
閉
ま
え
て
、
将

来
は
本
栴
的
な
M
m
人
会
朗
自
館
設
を
と

躍
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
た
.

お
札
叫
い
削
れ
た
化
料
品
で
も
体
川
州
な
レ
三
よ
り

し

か

ゅ

ん

お

肌

に

介

わ

九

く

な

る

と

き

か

あ

リ

ま

す

し
げ
‘
さ
な
ど
の
川
口
日
止
せ
は
t
L
た

目立日比谷間島血4階
曾 ω3)501-7852.......3 
耐門地下欽内市町 2丹
tl~l:.fi地下鉄慣ヶ閣 3 日

団地方?幅15:ii
午!iif10時~午怯8時JZ
土岨日は午陸5時ま吉
田岨目、 配目、年末年

抽と町1114日は体みで

す。

ら

す

ぐ

似

川

本

山

i

H

】

て

く

た

さ

い

品
川
け
て

が
あ
り
ま
す
の
で
山
J
利
山
イ
門
似
、

川
相
状
を
也
化
さ
せ
る
こ
レ

ま

た

は

資

お

他

い

に

な

る

レ

削

ハ
，J
V
山
山
M
円
相
ぷ
窓
什
で
、
」
削
川
ぷ
く
だ
さ
い

-交通揖!剣

i"9T 

.利m時間

er1< 

.場

「
ワ
コ
ー
ル
・
エ
ゲ
酒
ツ
ア
i
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
ク
イ
ズ
事
理

か
れ
て
大
き
〈
捕
れ
る
と
揖
み
P
E
D

組
叩
乱
抑
と
な
る
.
向
日
が
水
を
凶
っ

て
世
艇
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
ひ
ろ
が
っ
て
ゆ

く
.
さ
あ
胴
を
白
ば
し
闘
を
創
っ
て
巴

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
兵
隊

皇
居
の
柳
そ
よ
風
に

一な
劃
持
に
な
ヱ
ど
る
。
ハ
ト
が
輔
い

日

北

市

公

回

一

円

て

子

供

た

ち

室

〈

餌

を

つ

い

は

こ
れ
ほ
ど
人
に
な
じ
ま
れ
て
い
る
公
一
広
々
と
し
十
老
町
。
い
ま
川
中
世
き
の

閣
も
営
じ
か
雪
合
一
チ
ュ
l
u
ッ
プ
削
、
そ
己
己
目
一
向
に

刑
不
M
白
ど
ま
ん
中
、
日
世
〈
、
ず
い
一

桝
え
た
つ
bφ

つ
な
出
刊
を
叫
ん
で
い
る

と
入
っ
て
ベ
ン
チ
に
開
を
お
ろ
す
と
、
一
三
色
の
ハ
ン
ジ
ー
も
潟
明
.
や
が
て
は

ず
っ
と
以
州
か
ら
そ

P
し
て
い
た
よ
う
車
輪
に
パ
長
一
明
書
る
U
が

ワ
コ
ー
ル
は
事
白
キ
+
ン
ベ
!
ン
白

二
曜
と
し
て
、
「
ワ
コ
ー
ル
・
エ
1
ゲ

梅
ツ
ア
1
」
オ
ー
プ
ン
愚
買
を
型
事
レ

一
て
い
る
.

n
エ
1
ゲ
の
凪
、
胸
も
と
に

-
a
を
テ
ー
マ
に
、
フ
ロ
ン
ト
ホ
ッ
え
ア

一司フ
H
ワ
コ
ー
ル
を
よ
h
u
鮮
叫
に
印
級
づ

一
け
よ
う
と
い
う
も
の
官
、
ク
イ
ズ
白
内

一
容
は
、

「
ワ
コ
ー
ル
O
〔
円
H
U
ホ
ァ
ク

一
プ
ラ
」
〈
O
印
に
交
牢
を
入
れ
る
)
.

一

金
目
〈
別
人
〉
は
エ
1
M
拍
へ
相
師

一
姐
貰
宇
レ
て
は
出
町
柑
舟
夫
デ
ザ
イ
ン

一白
エ
1
ゲ
時
Y
シ
ャ
Y
H
F
t
H
H
が
一

一
万
人
に
事
担
れ
る
。

一

日
割
ハ
ガ
キ
か
4
門
聞
の
応
時
ハ
ガ

一
キ
に
ク
イ
ズ
由
円
え
、
郵
M
a
削
サ
、
日

宇
レ
て
い
る
.
そ
白
か
た
わ
b
白
木
立
一
所
、
民
名
、
年
齢
、
強
弟
、
晒
眠
舟
市

白
下
に
は
タ
ン
ポ
ポ
白
一
m
u
v
聞
主
張

一
、
未
町
醐
白
刑
を
川
岨
、
〒
1
00

っ
て
い
る
.
野
田
向
ば
は
、
ま
た
、
野
一
日
l
用
車
中
山
、
車
問
門
川
払
岬
結
1
1
8

の
佑
昏
し
い
刀
岨
い
尖
し
さ
が
あ
る
.
一
o
、
ワ
コ
ー
ル

・
ヱ
1
ゲ
l
出
4
7
1
一

公
団
を
山
て
事
を
組
め
る
と
、
ヤ
居
一
眠
、
ま
や
』
は
4
門
闘
の
に
時
相
へ
.
附
一

白
布
刷
。
に
山
る
.
眠
専
で
は
な
い
が
一
め
切
り
惇
b
月
6
日

.

一

己
ζ
に
も
響
l
l
根
木
白
柳
が
叫
に
昨
日
一
な
お
此
唱
は
女
引
と
か
主
旨
回
れ
る
.

t

，
 

E
白
日
聞
を
出
て
f
レ
歩
い
て
み
よ

う
・
油
田
聞
に
膨
を
絡
と
す
白
人
き
な
木

々
白
木
由
れ
に
は
‘
告
ま
れ
た
ば
か
り

の
ぷ
胆
が
醐
酬
な
そ
よ
さ
を
み
ぜ
、
凪

が
甘
い
嵩
り
を
温
ん
で
来
る
.
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
は
、
白
い
ユ
ニ
ホ
ー
ム
が
力

一
相
か
げ
同
つ
て
は
、
円
脊
を
ま
き
附

職
業
条
件
っ
き
て

五
O
同
町
村
一
は
四
五
回
と
な
っ
て
お
り

周
年
齢
者
は
凶
女
と
も
w
宜
は
ま
1
M
M

と
い
う
鼠
禁
車
道
だ
強
い
.

(
3
)
回
同
六
略
、
京
六
三
珂
削
、

男
件
も
台
所
仕
引
を
す
る
方
副
伊
良
い
と

社
い
え
て
い
る
が
、
絶
対
に
す
べ
安
定
、

絶
対
に
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
と
岨
訓
意
見

に
な
る
と
共
に
一
、
ニ
唱
と
少
な
い
.

〔
4
)
女
釘
引
が
鴫
車
を
持
ヲ
必
唖
は

な
い
と
す
る
白
は
、
国
八
%
、
女
二
時

で
、
ほ
牛
ん
μ
あ
人
が
噛
業
を
持
つ
必

曹
を
品
め
て
い
る
.
官
は
阿
の
た
め
に

珊
草
を
持
つ
必
閣
が
あ
る
か
を
た
ず
ね

た
と
己
ろ
、
ト
y
プ
は
山
女
と
も
「
宜

性
の
制
神
的
自
立
白
た
め
」
配
い
で
宜

刊
で
は
「
臼
封
自
身
の
研
磨
、
向
上
回

た
め
」
「
社
会
と
恒
か
か
わ
釘
を
持
つ

た
め
」
「
生
析
の
た
め
」
と
な
っ
て
い

る
」
.
因
性
で
は
ニ
同
n
m
「
生
前
の
た

め
と
な
っ
て
お
D
、
女
性
に
社
会
世
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
叫
う
よ
り
先
に

中
高
を
唖
か
に
す
る
楠
町
と
し
ず
晶
い

て
も
い
い
と
い
う
唖
が
す
る
。
女
惨
に

し
て
も
、
職
実
を
持
つ
必
叫
件
も
」
め

な
が
ら
も
「
4
供
が
た
会
可
な
っ
て
か

ら
」
「
明
附
削
幸
ば
」
と
ピ
条

件
っ
き
白
出
眠
が
A
5
M
W
と
な
っ
て
指

句
、
割
花
田
保
育
制
品
目
不
十
叶
当
也

亭
A
1
が
陣
内
を
帰
り
噌
且
ザ
主
ふ
で
聞
き

た
い
と
い
う
昔
前
田
あ
る
人
は
少
な
い

よ
う
戸
、

区

クl

野

翻意
査識

中

男
女
聞
に
ま
だ
く
い
違
い

中
野
は
で
は
、
問
民
削
同
人
間
闘
に

-
軍
引
の
竹
田
(
4
)
皮
性
の
職
業
(
5
)

つ
い
て
ど
白
よ
う
な
畠
摘
を
昨
っ
て
い
一
子
供
白
し
つ
廿
(
8
)
家
町
科
相
門

る
か
、
量
規
定
則
人
す
め
よ
う
一
(
7
)
女
性
白
社
内
義
加
に
つ
い
て
竹

な
目
立
丹
J
L
同
ん
で
い
る
か
を
岬
丘
.
一
わ
れ
た
.

対
象
は
三
十
間
以
上
回
別
立
千
。
勺
回
一
門
l
)
同
臨
M
人
年
と
い
う
1
壊
を

門
将
は
七
百
四
十
二
名
〔
m
A
性
二
円
六

一聞
い
た
己
弁
h
m
あ
る
の
は
、
田
七
八
阿

十
七
名
、
女
性
四
円
七
十
五
名
)
.
一
女
八
三
刊
で
、
同
や
聞
が
盟
在
田
山
花
し

ま
ず
凋
汽
は
(
l
〉
嗣
人
間
固
へ
白
一
て
い
る
財
人
白
行
動
計
一
副
へ
の
聞
心
は

聞
心
(
2
)
同
女
白
世
相
分
量
(
3
〕
一
四
一
一
一
一
師
、
女
三
五
回
と
な
っ
て
お
り

中
で
も
、
hA
刊
で
は
年
告
が
珂
〈
な
る

ほ
ど
向
心
も
品
〈
な
っ
て
い
る
由
が
在

日
さ
れ
る
.

(
2
)
「
凹
は
仕
引
、
安
は
京
区
」

と
い
う
世
咽
品
川
来
由
民
F
，
え
方
に
封
し
、

田
の
半
什
以
上
(
六
五
回
)
が
同
唖
し

て
い
る
が
、
立
制
白
二
人
に
一
人
{
五

O
M
3
は
丙
寄
女
性
を
牛
代
別
に
み

る
と
、
ニ
O
代
で
は
同
感
が
こ
-
一
回
、

(
5
〉
(
8
)
4
ρ
E
白
家
庭
特
有

と
し
つ
け
で
は
、
川
門
官
坦
別
由
形
成
は

幼
児
白
聞
か
ら
白
教
内
や
し
つ
げ
に
よ

る
事
曹
が
い
へ
き
い
と
い
わ
れ
て
い
る
申

で
、
「
世
の
子
だ
か
ら
」
「
女
白
T
U

し
く
」
と
い
う
n
j
A
4
」
し
つ
け
や
相
習

が
必
叫
だ
と
符
え
る
人
が
七
団
以
上

あ
っ
ち
ま
宅
供
白
書
モ
じ
い
に

つ
い
て
、
「
出
火
の
M
m
刷
な
〈
、
出
家
恨

の
手
伝
い
を
さ
ぜ
る
べ
き
」
と
出
了
つ
一
人

は
、
同
六
O
%
、
女
じ
孟
匂
官
、
宮
市
川

に
つ
い
ず
ほ
卓
守
L
揖
お
っ
と
い
う
勾

え
方
の
ト
令
ヲ
だ
g

ま
ぜ
ん
.
も
し
間
間
半
敢
に
i
年
本
モ
む
L
世
削
る
品
唖
曜
か
b
は
、
所

欄
の
酬
教
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
抑
制
と
間
同
割
削
旭
町
一
引
か
れ
て
交
航

l
年
ル
E
て
勤
務
T
粧
品
ゲ品
川
町
ザ
レ
ま
さ
れ
ま
す
の
で
、
確
定
巾
刊
を
す
る

す

.

必

叫

が

あ

D

ま

ぜ

ん

.

碑
ゆ
が
か
か
る
か
、
か
か
ら
な
い
と
E
A
で
、
肺
師
な
ど
の
た
め
に

か
の
け
官
は
、
だ
い
た
い
民
の
よ
う
年
目
中
出
古
川
品
開
さ
れ
た
方
々
に
過

に
な
釘
ま
す
.
開
合
目
罰
金
と
は
別
な
耳
よ
り
一
な
お

動
制
年
散
矧
ら
せ
・
'
年
目
中
途
で
堪
晒
し
、
そ

5

年

の

帳

就

職

レ

な

か

っ

た

掛

合

に

は

、

す
ぐ
商
山
を
開
業
し
ま
し
た
が
、

円
売
-
年
H
白
た
め
か
、
か
な
り

白
ぷ
牢
を
山
し
ま
し
た
。
川
脳
相
企

か
ら
泣
引
か
れ
た
組
分
は
、
全
く

も
主
り
な
い
の
で
し
ょ
う
か
.

【内
】
E
白
川
の
場
骨
、
品
開
h
t
白

所
肝
と
、
甲
車
の
刷
叫
と
埴
n
し

て
硯
東
白
川
時
を
す
る
己
と
が
で

き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
退
職
金
ゼ

刷
地
主
笠
の
一
部
が
も
ど
る
こ

主
L
な
D
ま
す
.

【問
】
払
が
助
罰
し
て
い
た
主
計
ー
で

は
、
こ
の
叫
地
冊
船
打
寸
川
崎
町
を
改

訂
し
、
昭
和
日
年
4
H
l
日
以
陥

4
一
唱
し
た
人
に
対
し
て
新
旧
地
町

の
止
舶
に
制
作
刈
ー
す
る
合
舶
を
克
船

す
る
己
と

ιなれ
ν
、
そ
の
井
植
を

巧

4
M
D
ま
し
た
。
そ
の
走
割
に
つ

い
て
、
ど
り
よ
う
な
訓
脱
を
世
け

る
己
主
L
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

【円
】
砧
唖
手
当
の
え
舶
を
受
け
た

問
に
、
モ
の
泊
加
払
を
世
廿
る
山

入
す
べ
き
咋
聞
や
組
制
白
川
協
は

旧
制
に
4
珊
に
闘
し
受
け
た
品
輔

の
に
加
抑
し
て
同
血
訓
郡
山
川
行
わ

れ
ま
す
.

いぐに
る句、/.<
.抑制官
)]人は
し川「
て岨己
いをの
き11'17
た出ン
いすケ
」る 1
と万卜
甜 1，"1を
つを埠
てさ行

迫
輯
1
1
そ
れ
は
、
サ
ラ
リ
マ

y
な
と
L
と
勺
て
必
ず
」
れ
る
人
生

白
一
ペ
ー
ジ
で
ー
す
.

で
も
、
ち
ょ
っ
と
%
に
な
る
の
が

品
開
A
h
a
そ
し
て
、
そ
の
割
合
ぜ

す
.
〈
，
同
は
砧
臓
と
担
金
の
聞
M
怖
を

み
て
み
ま
し
ょ
う
。

動
明
ヰ
散
が
四
年
山
ド
で
山
品
輸
し

た
描
品
目
、
動
間
半
世
一
年
当
灼
お
じ
川

円
ま
で
・
朝
最
が
か
か
D
ま
せ
ん
。

(
虫
闘
が
回
I
h
円
に
同
た
な
い
場
合

に
は
白
川
円
)

動
枕
年
散
が
四
年
を
耐
え
て
地
職

し
た
掛
合
、
そ
の
悶
え
た
酌
帆
年
数

一
年
当
D
回
一
M
円
に
、
5
0
0
万
円

を
加
え
た
虫
敵
ま
で
凪
公
が
か
か
り

、
遺
;::: き、
¥ 、、、
4令§ 、
一

、、
~ 詮

一
ミ、
ミ

一

ミ
ミミき、、、
4ミき、
一

、、
4会詮
4会き、、、、、
4ミ§ 、、、
4ミs 、
一

、、
ミ号E 
ヨ奇許

他
の
税
金
よ
り
は
安
い

中
途
退
職
は
申
告
が
得

円
7
)
女
性
が
也
会
M
M
W
品
動
や
約
一

骨
材
運
勘
へ
増
加
す
る
こ
と
に
つ
い
て

「
市
民
#
レ
デ
『
閉
す
べ
き
で
あ
る
」

は
山
女
と
も
五
回
町
句
、
「
し
究
開
由

な
い
か
ぎ
り
す
べ
主
布
、
あ
る
」
と
す
る

人
が
い

δ
吋
で
己
己
も
#
、
仲
つ
き
で
聞

出
す
ゐ
十
月
が
多
く
な
っ
て
い
る
.
ま
た

作
品
世
田
社
会
事
加
の
附
吋
と
し
て
は
、

「
矧
陣
叫
が
な
い
」
「
家
引
で
吃
し
い
一

「
ゆ
と
り
が
な
い
」
な
p
b
F
あ
ザ
陥
れ

て
い
る
.

、ミミ
;:: b 司、、
一

、
~、-ミミE 
ミミき、、

一

号、、、
一

、
;:: き、、、
母

ミ、
一

、
4ミき
ミ§詮司、h 、

一

ミ、
一

、、、、
《ミ詮、、、、
一

、、

叩
年
Z
U
O
M
川
年
次
訓
怖
を
L
ま
ぜ
ん
か
ら
、
所
旧

日
年
3
7
5
-
μ
川
輔
が
刷
出
掛
ぎ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

四

年

5

0

0

万

円

そ

ん

な

介

迄
C

桝
定
申
円
を
す
れ
ば
明

白
年
1
2
U
M
円
合
が
も
ど
っ
て
き
ま
す
.
ま
た
、
結

却

年

1
0
0
0
M
円

ι威
川
が
世
な
く

τ附
U
M
悶
院
し
き

お
年
1
9
E
K
υ
ん
刊
れ
な
い
掛
合
に
は
、
過
職
所
肝
と
あ

民
い
間
働
い
z
f
r
に
し
た
砧
職
金
わ
せ
て
昨
定
巾
刊
を
す
れ
ば
、
品
眠

凱
一
一
の
人
什
に
叫
か
せ
な
い
も
由
だ
A
W
か
b
天
引
き
さ
れ
た
柄
引
相
白
}

け
に
、
船
科
や
地
白
所
悶
白
現
金
よ
開
が
も
ど
b
ま
す
.

D
も
ず
っ
と
官
〈
な
っ
て
い
ま
す
.

【山
}
昨
年
三
月
会
祉
を
単
晒
し
、

これも欽としては必軒iA17泣ながら事務iIJI'II¥として欠カーせ心クリッフ:市:さわず力'0，38g 。

はずしてj乙に)えるだけの弾力が~)Jと

⑤稲田京製織
存知を10枚挟んで、欽の~iii. '1" I :を利JlJしたパオ、の一つ。

川
崎
〈

V

〉
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仁

通量多

...<:こと}
ラィ

針
状
白
酬
い
位
P

寸
官
あ
る
.
こ
れ
が
同
ー

か
ら
空
弘
へ
、
そ
し
て
人
聞
の
肺
へ
と

わ
ず
か
づ
っ
柏
市
さ
れ
る
と
、
十
世
年

世
に
ガ
ン
を
A
世
田
す
る
J
叶
他
都
品
川
町

、.
bv 
「
い
m
凶
は
前
山
さ
れ
て
な
い
が
、
描

ガ
ン
釧
刊
が
』
由
b
れ
て
い
る
物
白
戸
も

な
刷
み
骨
せ
訓
内
を
吹
す
る
た
め
、
世
一
比
制
的
静
か
で
あ
る
.
だ
が
ハ
リ
ワ
ッ
一
却
ろ
し
い
の
は
ア
ス
ベ
ス
ト
市
前
世

押
的
に
も
デ
l
h
m
ー
が
州
て
い
な
い
.

-kl映
州
に
よ
〈
出
て
〈
る
w
耐
だ
b
け

一
舎
な
y
R
年
齢
の
手
供
開
境
に
多
い
己

ア
メ
リ
カ
で
は
州
に
よ
っ
て
水
道
に
一
白
お
回
目
二
パ
プ
リ
ン
グ
・
パ
ス
)

一
と
古
品
る
。
す
ぐ
山
川
正
に
闘
み
叫

す
ッ
カ
U
ン
二
年
打
州
、
カ
ナ
一
軸
州
用
カ
ン
キ
ツ
目
白
肪
凪
刑
。
そ
一
フ
γ
襲
一
一
一+
年
以
上
も
叫
か
一
フ
y
"換
を
人
れ
て
い
る
が
、
↑
へ
曜
に
蹴
一
は
、
ボ
ウ
コ
ウ
世
や
凶
辺
提
を
脱
化
さ

一る
べ
き
だ
が
、
そ
「
つ
す
る
と
白
曲
m
白

ダ
・
オ
タ
ワ
由
研
究
所
剤
耐
拘
主
軸
の
一
白
曲
刀
は
高
い
削
特
別
電
同
州
出
や
括
ガ

一
ら
そ
の
足
瓦
が
ぶ
ザ

ιれ
て
い
る
a
一
制
水
由
選
択
楠
が
な
い
こ
と
で
も
品
雄
一
せ
る
と
、
十
年
前
に
阿
師
会
が
宮
内
し

一
タ
イ
ヤ
が
作
れ
な
い
だ
け
に
、
米
政
府

桔出問
、

「サ
y
カ
リ
ン
に
高
ガ
ン
性
」
一
ン
性
白
骨
れ
が
い
〈
b
か
あ
る
た
め
、

一
N
E
a
と
す
る
立
場
は
酬
を
丈
夫
に
し

一
を
呼
ん
で
い
る
@
「
た
と
え
h
時
で
あ

一
た
た
め
、

い
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
世
を
而

一
で
は
同
を
悩
ま
ぜ
て
い
ま
す
」

が
あ
る
と
報
告
.
だ
が
、

ζ

れ
は
人
間
一
o
p
p
は
日
本
国
内
官
は
前
大
間
閣
と
一
ム
シ
闘
を
防
止
す
る
己
と
。
出
糾
問
凶
一
っ
て
も
、
水
4
に
人
れ
る
の
は
、
ま
だ
一
し
た
と
い
う
.

一

と
凶
園
田
明
大
を
前
事
レ
た
が
、
現

に
回
目
揮
す
る
と
、
制
日
一
口
も
白
慢
を
一
し
て
ヤ
リ
疋
に
b
が
っ
た
.
そ
の
ボ
イ
一
は
現
帥
し
て
い
る
。
一
早
い
」
と
姐
』
し
て
い
た
.

一

ア
ス
ベ
ス
ト
(
七
肺
)
い
ま
ア
一
在
、
日
み
で
も
多
〈
阻
則
さ
れ
る
史
材

良
べ
さ
ぜ
て
い
る
だ
げ
に
、
人
聞
社
会
一
コ
ッ
ト
議
室
っ
た
の
か
、
ア
メ
リ
一
i
p
t
て
は
量
点
の
師
一
合
成
語
日
本
白
日
盟
主
酎
一
メ
リ
カ
で
も
っ
と
も
聞
ー
い
の
向
い
問
回
一
料

5に
、
対
山
町
内
慢
で
は
す
ま
な

古
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
暗
涙
一
刀
で
は
日
本
向
け
の
カ
y
キ
ツ
聞
に
は
一
兜
刑
五
日
で
な
い
と
と
だ
@
己
の
削
兜
一
に
M
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
明
亦
広
一
白
一
守
一
ぃ
.

だ
.
カ
ナ
ダ
で
は
す
ぐ
匝
用
禁
比
に
な
一
間
用
を
少
な
〈
さ
せ
て
い
る
と
い
う
・
一
は
フ
Y
鼎
白
担
問
と
悼
置
な
ど
、
高
度
一
い
た
め
か
、
国
噴
持
民
間
屈
宇
レ
て
は
一
ア
ス
ベ
ス
ト
は
よ
〈
噌
に
民
わ
れ
る
一

」
-
豆
=
=
一
=
-
=
=
一
-
一
三
=
一
2
2
=
-
=
一
三
三
三
三
=
三
三
言
=
三
三
三
塁
-
一
主
主
言
=
言
Z霊
童
==ZE--zz一==一25EE--z==E=-Z喜三-一言ZE霊
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ひ
ら
と
つ
つ
じ
十
五
咽
あ
D
大
酔
確
固

措
白
開
花
は
見
勝
と
い
う
他
は
な
い
.

ま
た
、
回
事
介
E
に
唱
し
い
白
は
自

閉
林
〈
約
四
万
平
方
米
)
、
時
大
寺
門

を
揖
に
探
究
守
嶋
内
へ
と
続
い
て
お
D

揖
び
つ
つ
あ
る
田
直
野
白
岡
臨
を
見
る

己
弁
罰
百
き
る
.
己
な
λ
目
、
〈
由
ぎ
、

け
や
き
、
い
由
し
古
田
高
摺
樹
、
あ
か

ま
っ
、
ひ
由
き
、
書
わ
ら
な
y
あ
針
聴

聞
が
あ
り
、
専
白
新
U
師
、
涯
の
u
m
由
、

軌
の
紅
策
、
冬
の
点
在
な
P
季
節
そ
れ

ぞ
れ
の
離
が
あ
る
。

究
通
晒
聞
は
、
岡
地
uu
一
J
偶
又
は
ム

梓
守
駅
よ
D
小
川
位
パ
ス
@
京
主
眼
H

つ
つ
"
が
丘
駅
よ
り
京
土
パ
ス
。

v

h

X

 

H
i
l
-
-
1
1
日
日
l
i
H
O
H
U
J
一
一
白
制
間
公
明
と
し
て
、
三
年
余
白
年

一
神
代
嗣
物
園
に
は
及
び
も
な
い
が
融

神

代

植

物

公

園

一
一
月
Z
M
て
埴
魚
、
昭
和
一
ニ

tハ
年

一

近
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さ
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。
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b
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ボ
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。
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が
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ら
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ら
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.
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騎
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と
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れ
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パ
ン
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っ
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れ
た
乙
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り
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を
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。
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を
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。
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。
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れ
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。
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。
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し
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な
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激
と
な
っ

一票
あ
げ
ら
れ
る
乙
毛
あ
り
ま
す
の

一十
年
か
ら
語
し
て
い
ま
す
。
特
に
ピ
一そ
ん
な
尚
速
で
必
っ
て
い
る
宅
も
保
一

民
間
)
さ
せ
て
作
業
に
か
か
り
ま
す
。
=
一

し

入

」
な
ど
と
一モ
ン
の
分
泌
も
一
役
が
っ
て
い
ま
す
。
一
言
の
せ
い
で
、
い
わ
ば
泌
話
に
は

一て

推

し

ま

す

。

一

で

、

以
習
っ
き
と
め
、
円
に
対
飢

一
一
丁
ル
は
五
十
二
年
度
一一六件
、
王
線
か
ら
パ
ン
タ
グ
ヲ
ヘ
ス
ム
ー
ス
に

一六

若

手

数

で

言

。

=

一

ピ

憎

Z
F

い
わ
れ
る

一
つ
吉
見
性
ホ
ル
モ
ン
芝
く
な
る

一つ
き
も
の
の
造
量
。

一
2

3

2

2

に

似

一

講

じ

る

こ

あ

必

帰

宅

一一

日

向

上

仰

勾

日

誌

一日

刊

誌

同

市

山

内

側

一日

明

日

誌

一一一

、

点

、

の

官

民

一K
Mい
れ

訪

日

間

一階

終

日

刊

誌

混

一石

川

同

M
同
j
j
j
j
J

一撃
で
は
一
月
か
ら
四
月
に
警
の
六
一に
引
っ
か
か
D
ま
ず
を
の
微
妙
な
パ
一
れ
る
な
主
下
列
車
が
約
四
時
間
に
わ
一
一
ニ

こ

一

泣

山
一抗

日

許

税

村

じ

い

一日
日
間
れ
れ
れ
れ
れ
比
一

一

こ

れ

は

便

利

/

刊

M
U
ト

…

訪

日

間

一

一

寸
|
」
M
I
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
I
l
l
-
-
k
-
』
d

一『
H
H
H
H
H
t

l
。
そ
こ
下
ん
分
泌
さ
れ
る
ア
プ
ラ
は
、
ιーを
一

一

一

ひ
と
り
パ
ら
し
に
舗
な
差
別
と
が
で
き
る
。
，

一

一

一
-

一件

H

H

H

H

H

H

リ
"
一

l

/

一

一

l
l
一う
と
用
心
。

二

E
，i
F
F
[七
九
耳
元
宮
正

R

d
古

3
2

一

一

一
計

一川

ひ

ル

ル

ル

炉

か

は

か

一

川

か

含

一で
、
資
生
堂
学
術
護
室
主
要
一矢
な
い
、
喜
な
ど
と
号
令
て
毛
一
まず
、
皮
膚
と
閲
号
訴
事
ン
モ

聞
に
ス
ポ
ッ
ト
あ
て
、
問
品
紹
介
し
琵
の
上
か
ら
カ
l
ヴ
ァ

l
で
、一

一

一、

一
l

;

i

i

;

4

1

t

7
一

分

な

も

一
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
i
t
1
1
1
0
1
4
t
i
t
i
J
一

一

一

て
い
る
小
田
急
百
貨

・新
宿
堕
謡
三
徳
包
丁
と
周
回
聞
に
別
途
(曲…

・肉
一

一

一
A
n

一
S
D
B
B
2
3
君

、

?

と

耽

、
の

一一
1
1
1
1
1
1
I

l

l
i
-
-
j
i
j
i
f
i
f
--十
十
;
子

一一
と
管
上
っ
て
み
え
る
の
が
白
ニ
キ
一一

日

け

叩

げ

は

斗

は

ほ

一一一M
月
一
一
バ
…
ー。日

μ一

一

一

三

⑤

⑦

⑪

⑩

⑤

⑫

⑫

⑫

@

一

立

が

も

一一

i
h
'
T
2
1あか
J
A
T
(
パ
ッ
プ
を
山

一
7
0柔
県
〈
つ
ま
っ
た
き
に
な

の
中
か

ιフ
プ
シ

;
f
・警
の
広
い

2
3二

一

「

J寸
川

イ

パ

イ

川

川

¥

ハ

↓

引

す

た

一一

品

訓

潤

V

丸
山

1111清
川

泥

沼

一一

っ
て
い
る
の
が
照
ニ
キ
ピ
、ど
ち

豆

一
(:一
、
内
0
0
り
を
紹
介
し
ょ

JI--1
5
2
4

一

一
川

一

2
5
5
J
Z
一

一

副

掛

刊

誌

れ

い

が

い

訪

日

一一

hur--ピjrと
し
し
十
と
一
;
包
丁
刊
誌
問
い
か
け
九

一

一

一

三

④

⑤

⑤

①

④

④

②

⑦

③

一

三

品

一

一

訓

潤

い

。

出

3
3
4一
一

宣

言

一
を
ふ
く
れ
た
き
細
闘
が
、

売

市

出

町

一

一

閉

山

討

中

川

町

…

一

一

丁

市

仇

仇

巾

巾

叩

巾

巾

州

一

字

数

タ

ん

一

一

丸

鰍

河

川

口

γ
は
さ
ん
リ
げ
は
こ

一た
ま
っ
た
皮
附
を
分解
し

て

習

の

皮

穿

山

川

知

市

川

町

品

川

市

中

山

町

一

1
一

一
コ

一昨

い

い

い

い

れ

れ

ド

い

一

数

件

ト

ゆ

二

憾

除

々
さ
ら
ぷ
同
広
告
童
三
と
で
い
ゅ
は

一一
祭
器
を
起
し
て
い
る
語
。
さ
ら
一

一
て
ま
ず
い
択
を
し
た
と
と
が

亙

出

足

利

(

ハ
ル
ク
・釣

具売

一

町
一

明

一

二

一
1

1

8

2

4

u

m

却

M
一

め

た

、

し

一

一

批

青

山

吐
い
で
す
ゃ
ん
の
誕
の
分
泌
を
似
し
顔
の
筋

一一
に
出
に
な
る
と
納
期
揺
し
て
と

一
正

乞

弘

、

，

L
R
1
1
j
'
'
j
z一

げ
一

前

戸

「

同

ゆ

ゆ

ゅ

の

3
一

腕

臥

ト

約

一

7
4ずお
母
さ
γ
引
を
充
分

h

一一

ミ

号

、
さ
わ
る
と
と

E
Z一
圃

l
i
l
i
-
-
1
j
i
i
J

析
一

被

「

斗

叫

川

川

川

(4) 

新
幹
線
を
狂
わ
せ
る

ビ

yし

が
コ
ワ
イ

司.... 

-ー

(火咽目〉

国
鉄

沿
線
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

，恥‘

ベ
ル
ト
撚
印
刷
で
、
色
は
問
料刻。

U
K

州
問
(
制
字
川

V
2千
州
。

「
%
子
学
生
、
新
総
会
人
向
げ
」
は

ス
テ
ン
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代
上
げ
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納
に
烈
の
ク
リ

ッ
プ
と
い
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シ
ャ
ー
プ
な
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ザ
イ
ン
で
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K
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ワ
イ
ト
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ー
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ド
製
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テ
ン
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ス
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デ
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ッ
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し
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、
製
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川
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て
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訓
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い
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m
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u

w
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ザ
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ン
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能
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